
11 法人の概圏

〇 建学の精神

〇 霞立の経過

〇 設置する学校

〇 圃則定員

学校法人鴨江寺学園

令和 4年度鴨江幼稚園事業報告書

本圃は、釈尊の脱かれた「法を灯明とし、自らを灯火とせよ」の、幡

を掲げています。

本は、先哲の誡れを環代に生かし、体は賽性的に！ 心豊かに！

知能は文化人に！と、 8拍子揃った薮育を基本としています。

宇宙的広がりの伸で、子どもたちが自己実現できる人間に成長し、感謝

と努力を胸に、世界で創造・躙和・貢献できる人間となるための土台作り

に厖んでいます。

我々は、より良い未来を創るために、 PTAの三者が共に喜びあえる

集団であることを念じています。

昭和25年 3月 14:日 宗蒙法人・江寺鴨江幼糧lllt置璽可

昭和邸年6月aoa学校法人化への霞量者変更申請

昭和58年 7月28日 学校法人鴨江寺学躙圏可

平成 29年 8月81日きなりこどもえん設置認可

現在に至る

鴨江幼稚閾

3オ児 140人 5クラス

4オ児 140人 4クラス

6オ児 1伯人 4クラス

420人



〇 閾児翫の状況 (R4.5.1現在）

3オ児 98人 5クラス

4オ児 94人 4クラス

5オ児 101人 4クラス

288人

〇 役員・頓職員の量要

12 事業の概要

理事 6人

評 13人

監事 2人

敏 87人

（鴨江幼稚圃） ］

〇 当該年度の事業の概要

別紙年間予定表

〇 当該年度の主な事業の目的・計繭

く自主＞ く自律＞ く共生＞

自分の力で考える。 自分自身を律し、感じる。 他と共に生き生きと活動できる。

人間の土台を育む年間カリキュラムを実践する。

＜敷育賽鑽実巌項目＞

1 健康 1. 行動と充実感

・体育ローテーション・オプネット英語

2. 運

・体育ローテーション・マラソン・ヤマスポーツ・運動会

3. 健康•安全

・薄着・裸足の励行・防災避難胴練（保鎗安全計画別途記）・交通安全教室

・コロナ対策



n 人間園係 1. 自分の力で行動する充実感

亙 翌 境

lV 言葉

v 表現

・S Iあそび・綱作活動・園外保育・ゲーム遊び

2. 人とのかかわり

• お店屋さんごっこ・遠足・盆踊り・誕生会・ヒッポ

3. 社

•朝礼・基礎活動・給食当番・一泊保育

1. 自然とのふれあい

・躙外保育・遠足・芋の繊培、収穫・花壇•朝顔

2. 身近な環境に自分からかかわる

・園内遊び・花まつり・青葉祭・七タ・クリスマス・節分・涅槃会

・じゃが芋薫し・傭つき

3. 身近な事象の中で量、文字の鴫覚を畳かにする

・クイルあそび・モンテ・絵日記・かるた

1. 自分の気持ちを言葉で表現する

・当番活動•生活癸表会・劇遊び

2. 言葉で伝え合う喜びを味わう

・言語発表の時間・ごっこあそび・ヒッポ

3. 日常会話を賣得し、まわりの人と心を通わせる

・絵本、紙芝居の鵬み闘かせ・ごっこ遊び

1. 美しさに対する豊かな感性

・絵繭 ·BGM•MS ・蒙詩

2. 自分なりに賽現する

・劇遊び・リトミック・絵繭輌作 •MS ・亮衰会

3. イメージを豊かにし表現を楽しむ

・ライゲン・エポック・リトミック・作文・甍表会

〇 令和 8年度は、次の点の育成に重点をおいて事業に取り組んだ。

1. 圃児 ・児に知識を与える。 ... , 囀える子どもに育てる。

・圃と圃児と家庭で共通の、閾児の錮人目標をたて、達成するために家庭と園

が連絡を蜜にする。

・全園児の年間第 1目標達成寧は99%であった。



I 

2. 職員 ・自ら考えて行動する轍師になる。

・自分自身に誇りを持つ。

・冨彙を増やす。

・学年主任、学年会を中心とする。

〇 事業実編の攣璽は以下の通りである。

実施月 事業内容
・ 入園式8日（午前10時・ 2階ホール） ・始業式 11日

4月 ・ 心電國検査21日（年中児）内科檎診4邸

・ 健康診断 (16日内科）
5月 ・ 身体発育瀾定暉月実篇）

・ 父親参観会 4・18日
6月 ・歯科検診16日 • 青葉祭 1~ 日

・ 七夕会7日
7月 ・ 年長観音山 19日 ・父親参観会712

・ 終業式22日
・ 趣蘊盆踊り公頂（午後5:30-鴫江寺・閾児）

8月 ． 始業式25日

・ 防災調練1日（閾内・閾児）
9月

・ 運動会8日（午訛9;oo--・ 西小学校・）
10月 ・ 参鐵会年長公・邸日・芋ほり 10/Sl

・ 参績会年中 7•8 日 ・参績会年少・光 14• 15 
11月 ． 芋ほり 1日

・ 幼児生活亮表会9日

12月
• もちつき 7日（閾内・園児）・鯛人面戴12・16日
・ クリスマス会21日
． 緯業式21日

・ 交通教室年長 12日
1月 ・ 鴨江っ子まつり 26日

2月
・節分8日
．涅槃会 15日
・参繊会6,7• 18,14• 21,22日 ・卒園遠足2/10
・ ひなまつり 8日

8月
・ 卒園式15日 (2階ホール）
• 修了式1sa (2階ホール）



〇 子どもの安全・鍵康対策

・園児の健康管理

・部外者への侵入対策

・園内での事故防止対策

・交通事故防止対策

・施設設備の点検

・地震対策

- R4/6• 6月 内科・蝙科検診実篇

- R4/6月・R5/1月 防犯瓢練実篇

一遍1回遊具総点検

- R5年 1月 交通安全蒙室実篇

ー 電気・エレベークー隔月点検委託実篇、

月初め篇設散偏自主点検実簾

- R4/5・9・10・12・R5/3月 縄惧駐鼈難酬練実施

・火災予防対策 ー R4/4·7·8• 11• R5/2月火災遵纂鵬練実崖

•新コロナウイルス・インフルエンザに対する予防・感染防止対策に努める。

・給食等、食中毒の予防に努める。

〇 子育て支援活動

・預かり保育 0月～金の登園日 15:00-18 : 00 0夏、冬、賽休み8:00-、18:00 

実施し、 1日平均邸名が利用した。

・チャイルドクラプ、ひよこクラブ ー 2歳児の韻子に躙を厠放、子育て相蒙に応じる

・チャイルドクラプ各学期80名ほどの幼児が参加しました。

•ひよこクラブには各学網 S0名ほどの幼児が参加しました。

・地域の未就閾児を、行事に招待し躙児との交滅を図っている．各行事平均 150名ほどの参

加者があった。

•在園児の保護者の子育て、教育相談にはその都度応じた。（年間 30 名）

・言廠に問題がある子どもの保護者と話し合い運解を得て、言葉の鹸室への通縁をすすめ、

就学前までにかなりの成果がみられた．

3 財務の概要

0 経年比較 別紙参照

〇 当該年度の計算書顧の財務分析

• 新入躙児申込み目欄藪（最低卒●児量の醸保）は達成することができました。

・ 教育効果を損なわない経費支出の見直すこと。

• 新入躙児獲得に向けて、より在●児と俸護者が喜んでもらえるよう日々の保育に

携わる教職員の意識の高揚・賣質の向上に努めなければならない。

令和5年 4月3日

学校法人鴫江寺学躙

鴨江幼稚園

以上

理事長・圃長鷺部仁洋



令和 4年度 衷業実績報告書 満3歳ンし 教育目標 ： 好きな遊びを見つけ、
友だちと関わりながら遊び、園生活に慣れる。

「―
！ ね ら I,,) 

反 省

年間目楼 〇生活 ：こ必要な身の回 りのことが自らできるよう • 月齢が小さく、 甘えたい時期でもあるが、自分の事が自分で出来るようになる につれ、＇こ、 基本的~-活習出を身につける。 自信を持って園生活を送れるようになった。IC・共感や共有する体験を通し、 友だちとの関わ り • 一年を通して体力もつき、行動範囲が広がったと感 じる。)j).!:'油-.,,て．ヽ＜。
・友だちと関わ りを持てるようになり 、園生活を楽しめるようになった。

0出来る範囲内の身の回り の始末などを行いながら ・基本的な生活習慣は丁寧に関わる事で徐々に身についていき、着替えや排泄を自分で
撻辰 生活する上で必要な習憤を身に付ける。 行えるようになった。I 0ホールや園庭で体を動かす事を楽しむ。 ・走ることを意識的に取 り入れた。転ぶ子が多いと感 じる。

I 

〇手洗い ・うがいが身につく ようにする。 ・手洗い ・うがいは習慣になったが、丁寧に行う事が出来なかったよ うに思う。
0気の合った友だちでき、友だちと過ごす楽しさ ・友だちとの遊びを楽 しめる子も増えたが、大人と遊んだり一人で遊ぶ事を好む子もいる。

人間関係 や仲問と一緒にいる喜びを味わう。 無理強いせず、安心できる環境づくり を心掛けた。〇集団遊びの中で閉単なルールを理解する。 ・集団遊びを繰り返し行う事で、 その楽しさに気づく 事ができた。指

導

内 〇外気や草花に触れることにより、 自然を感じ取 ・園外保育や散歩に出掛ける中で季節の変化に気づく事が出来た。また、 季節にあった
容 環境 る。

絵本を用意する事で、 身近な生物に興味を持つ謬が出来た。の 〇保育者と絵本を読んだり 自分で好きな絵本を ・絵本の読み聞かせは毎日欠かさず行った。 集中 して聞く事が出来る。
視 選んで見ていく 中で、文字に典味を持つ。 ・文字への興味より数字への興味の方が強かった。点 0日常の挨拶への、親 しみをもつ。 ・基本的な挨拶は保育者が明る ＜するよ う心掛け、 手本を見せていった。こちらから挨拶を0言栞でのやりとりを楽しみ、会話の中でいろい する耳で子ども達からも挨拶の声が聞こえるようになった。言葉 ろな言菓を使おうとする。 ・日菓で自分の気持ちを伝える事はまだ嬢 しい年齢．月齢によっても差がある。言菓で0保育者と絵本を読んだり ．自分で好きな絵本を ヒ手く伝わらず、手が出てしま う事もあった． ー人ひとり に寄り添い、言葉で伝える選んで見ていく 中で．文字に肌味を持つ。 ,,~ の大切さを子ども逹に伝え続けた。 進級後も引き続き指導が必要と思われる。

0音楽に親 しみ、 聞いたり． 歌ったり、 体を動か ・ff楽に合わせて踊ったり楽器を崎らしたりする事を楽しむ車が出来た。表現 した り、リズムに合わせて楽器で遊ぶ。 ・運動会や発戎会の踊 りも、＆欲的に参加する姿があった．0異年齢児との関わり の中で、 様々な杖視の{t)j ・外年齢児との交流が少なかったと感 じる。少ない中でも年上の子が優 しく 接してく れ、を身に付ける。 憧れを抱く様 fが見 られた。
・保護-竹が協｝］的で、子どもの成長を同じ方向を見据えなが ら見守り、 援助してくれた。0生活習恨については、子どもが出来ることや「l そのおかげで fども達が安心 して園生話を送る罪が出来た。らやろうとしている意欲を共有し、 ＃び合うと ・園の様 fについてはおたよりカー ドやクラス通信でこまめに伝えるようにした。保護者支援

ともに 家庭でも根気強く自立に向けて協）Jし . (-どものプラス1面については沢山伝える事が出来た。しかし、マイナス面についてはてもらう。 ヒ手く伝える事が嫌 しかった。 色々 な特性を持つ子が増える中、 一人ひとりの姿を〇子ども一人一人の発達課題も共イiし、 rrちの見 r睾に見つめていく 必製がある。通 しが立つようにする。 保護行とのf,t頼I関係 を築く事で連携を取 りやすくなると思うので、 保護者との関係づくりを大り）にしていく 。



令和 4年度 事業実績報告書 3歳児
教育目標 ：いろいろな活動の中で保1 や友だちとの

遊びや生活の楽しさを持てるようになる。

I ね ら し＼ 反 省
'、、呂i.で登園し、友だちゃ保育者に親しみを持つ。 ・年度当初は新 しい環境に泣けてしまう子もいたが、園生活に慣れると登園を楽しみにし．

年閏目壊
ド 困生活譴れを知り、 園の生活リズムに恨れる。 好きな遊びを見つけられるようになった。
こ遊尺や玩具；こ典味を持ち、 好きな遊びを十分に楽 ・友だちの名前を覚えると、友だちに声をかけ 「一緒に遊ぽう」と、声をかける姿が見ら1 、上

れた。 最初は平行遊びであったが、徐々に関わり合うことを楽しめるようになった。lI ツ_,

I I こ目分でできる事は自分で行い、自信を持って過ご

・家庭の協力もあり、 衣服の着脱や排泄は自分で行うことができた。しかし、支度の手順が
が覚えられない子がいた。 絵カードなどで視覚的に伝える事で手順を覚え、一人で

健康
...... 

支度が出来るようになった事が自信となった。I s • 

I 、、全身を使って自然や様々なものと関わったり、友 ・冬の寒さの中でも、体育で行った鬼ごっこなどの集団遊びを楽しむ事ができた．
だちと一緒tこ遊ぶことを楽しむ。 また、年上の子ども達に混ざって遊びを教えてもらう姿もあった。

・集団生活が初めてでルールが分からない子には、 保育者が一緒に関わり物の貸し借りや
0友だちとの遊びの中で園生活のルールを身に 順番に並ぶ事を伝えた。3学期には子ども同士で困った事を解決しようとする

人間関係 つける。 姿が見られた。
0友だちや保育者など、身近な人への関心を深め ・異年齢児との関わりがコロナ禍により減ってしまった事が残念だった。

指 共に過ごす楽しさを味わう。 ・友だちへの興味が深ま り、一緒に遊ぶ中で言葉でのやり取 りが出来るよ うになった。
導 ・園庭の状態が悪くなり、 年度の途中で裸足保育が出来なくなって しまった．
内 0裸足で戸外に出て、自然に触れたり、 十分に体 ・戸外での遊びは個人差があるものの、 遊具に取り組んだり 体を動かす姿が見られた。
容 環境 を動かして遊びを楽しむ。 ・落ち葉や木の枝、石等を食べ物に見立てて砂場遊びでケーキやプリンの上に乗せて
の 〇身近にあるものに興味を示し、遊びに取り入れ 楽しんだ。 また、落ち葉を家に持ち帰り作品作りをし、 園に持ってきて披露してくれる
視 ようとする。 姿もあった。
点

・基本的な挨拶は促されてする所から始ま り、 自分から身近な人に挨拶を出来るようになった。
0自分の気持ちゃ困っている事等を、 保育者に自分 ・困った事があっても泣いて表現する事が多かったが、一人ひとり と向き合い保育者が

言葉 なり の言葉や方法で伝えようとする。 子どもの気持ちを代弁していく 事で、自分の気持ちを表現出来るようになってきている。
0相手の話を聞き理解し、自分の思いも伝えるこ • 自分の気持ちを言菓で表現出来るようになった反面、相手の話を聞いて理解する事は

とができる。 嬢 しかった。 年中になってからも意識していきたい事柄である。
0様々な体験の中で、 感動したことを伝え合う喜び ・歌ったり、手遊びをする事が好きな子が多く、 ピアノを弾くと音に合わせて歌ったり

を感じる。 体をゆすってリズムをとる姿が見られた。
表現 0感じたことや考えたこと、経験したことなどを音 ・子ども達が感じた事を素直に表現できるよう、 保育者が雰囲気や環境作りに気を付けた。

や動きなどで表現したり 描いたり、扱ったり、 • 絵画活動では表現の幅が広がってきた。自分が描いた物や作った物を保育者や友だちと
形を作ったりすることを楽しむ。 共有しよ うとしていたが、観人差を感じた．

・保護者が不安にならないよ う、おたよりカードで園での様子を知らせる事や送迎の際に
0保護者が安心して園児を送り 出せるよ う、お使り 話す半を心掛けた。保護粁からの相談にも出来る限り対応したが、その後のフォロー

カー ドやクラスだよりにて園の様子を伝え、信頻 までは十分出米なかった。

保護者支援
OO係を築いていく。 ・運動会や発汲会などの行事では、肛接成長を感じられたという保護者からの声があった。0行事等への取り組みの様子やねらいをわかりやす ・ケガ11誌をつけるようになった事で、今まで把握 しきれなかったケガについても把握が
く伝え、子どもの成長との1関係性を理解してもら でき、 保護者に連絡をすることが出来た。
う。また、家庭からのサボート もお穎いする。 ・子どもl1iJl:O)トラプルについては伝え方が嬢しかった。自分だけでは解決出来ない事は、

他のlU~に相談し対応した。自分自身の勉強になると共に、 今後の課題でもある．



令和 4年度 事業実績報告書 4歳児 教育目標 ：園生活を充分に楽しみ、 成の中でひとりひとりが

自己発揮出来るようになる。

ね ら し‘ 反 省0新し い環境に恨れ、安心して過ごす。 • 新しい環境に慣れるまでに時間を要する子が見られたが、 6月過ぎからクラスに慣れ
年間目標

0健康的な生活習慣が身に付いていく。 始め行事を経験した2学期にはクラスの仲の深ま りを感じた。C戸外で体を動か し、 ルールのある遊び ・季節感 ・年中になった当初は集団遊びのルールが分からなかったが、 一年を通してクラスや学年のある遊びを楽しむ。 で取り組んだことで、 3学期にはルールを理解し楽しんで遊びに参加出来るよ うになった。• 石鹸での手洗いやうがいは身についており、 感染症対策を意識出来ていた。0クラス全員で運動遊びに取 り組む中で、目標に ・一年を通して爆弾ゲームやリレーなど集団遊びを楽しめた学年であった。年長児になってからの向かって頑張ろうとする。 ドッジボール等の遊びにつなげていきたい。値康 0全身運動のパランスがとれ、大人と同じよ うに複 ・2学期よ り、 鉄棒・跳び箱 ・縄跳び等に涸別に取り組み、目標を達成した時には自信につながった。雑な運動や様々な遊具や用具を取 り入れて遊ぶこ その反面、自ら練習をしない子については、 達成度に差が出てしまった。毎年固人差が出るとのとができる。 反省がある。この個人差を小さくする為の働きかけを保育者が考えていく必要がある。
. 1学期は保育者を通して一緒に遊ぶことが多かった。2学期には子ども同士で遊びを楽しめる0好きな遊びを見つけ、 保育者や友だちと体を動か ようになった。

人間関係 して遊ぶ楽しさ を味わう。 ・友だちとの仲が深まると同時にトラプルが増えた。相手の気持ちを思いやったり、自分の意見を0友だちのよさに気付いた り、相手を受け入れたり 言葉で伝える事を促していった。学年末には少しずつ相手の思いに気付いたり、その思いを受け入指 しながら、友だちと一緒に活動する。 れられるよう になった。
導

・トマトの栽培を始めたことで植物に興味を持つようになった。水やりをし、生長を日々感じていた。内 0いろいろな素材や自然物で製作をする。 ・コロナ禍でもやり方を考えて行事を行えるようになり、 子どもたちも期待を持って行事に向かって容 環境 0行事を心待ちにし、 喜んで参加する。 取り組むことができた。 運動会や発表会を経験する事でクラスの結びつきが強くなった。の 0草木や風の様子等に気付き、 自然の変化を感じ ・季節の移り変わりには気づいていたが、 自然物を用いての製作までつなげる事が出来なかった。
視 取った り 、 冬の 自然事象に興味 • 関心を持つ。点

・絵本や紙芝居を読み聞かせてもらうことが好きで、 集中 して聞く姿があった。 その中で物語の0紙芝居や絵本などを見た り聞いた りして、 言葉の イメージを膨らませている様子もあった。言葉 面白さに興味を持つとともに、友だちゃ保育者と ・年度当初は自分の気持ちを言葉で表すことが出来ず、 困っている様子が見られた。保育者や友だち言葉を交わ しながら、 想像してイメージを広げ、 と言葉をやり取りしていく 中で、語彙が増え、 自分の気持ちを伝えられるようになっていった。表現 して楽しむ。 ・文字を書くことにも興味を持つ姿があった．
• 初めて傾人持ち絵の具に触れ、自分だけの色を作るこ とを楽しんだ。また、様々な0身近にあるいろいろな素材や用具に親 しみ、 描い 絵画技法で描くことにも取り組んだ。表現 た り作った りすることを楽しむ。 ・行専後に絵を描くことで経験したことを表現することが出来るようになった。0言葉を主体とした共通のイメージを持って遊び、 ・言菓のやり取りが出来るようになると、 遊びの中でイメージを共有できるようになり 、工夫しながら遊びを展開する。 遊びの幅が広がった。役割分担をする姿も見られた。
• おたよりカー ドで日々 の子どもの様子を伝える事はできたが、もう少し積極的に保護者と関わりを0基本的な生活習慣や態度、遊び方、友だち関係な 持てる と良かった。園に送迎などで出入り のある保護者とは話す機会を持てたが、 あま り会う機会どの日常生活について発信し、成長への期待の支 がはい保護者との関わりが少なく 、偏りができてしまった。保護者支援 えとなるよう関わり、 保護者と共に考える。 • もう少し一人ひと りの保護者と細かく子どもの成長や課題を共有し、偏りなく連携をしていくことまた共に成長の喜びを共有する。 を心掛けていかなくてはならない。0子ども同士の トラプルは、発達の自然な姿である ・行事での子どもの様子を見て頂き、 共に子どもの成長を喜ぶこ とはできた。こと を知らせ、理解や協力を求めていく 。 ・子ども同士の トラプルが多くなる年中。見守り、 援助、大人がどこまで関与すべきかを考えて
保護名にも伝えた。 普段から保護者との信頼関係を作っておくことが必要と感じた。



令和 4年度 事業実績報告書 5歳児 教育目標： 自ら考え、自ら取り組 言欲を持つ。
子ども同志で主体的に生活やあそびを繰り広げられるよう になる。

ね ら し‘
反 省

0新 しい環境に慣れ、主体的に遊びに関わると同時 ・年度当初は保育者を中心としての遊びが多かったが、クフスの仲が深まった 2学期
年阻目食 に、 友だちのつながりを楽しむ。

以降は子ども同士で関わり、 遊びを広げていく姿があった。
〇年長児としての自党を持ち、意欲的に園生活を送 ・年長になり、 年下の子の世話を したいという気持ちはあるものの、どう接していけば

る。
良いか分からない様子があった。 3学期のかもえっ こまつりで異年齢で触れ合う機会が増えたこ とで、年下の子に優しく教える姿が見 られるようになった。・ドッジポールや鬼ごっこなどの集団遊びを楽しむ姿が年間を通して見られた。I 

0自分の体に関心を持ち、 建康な生活に必要な習慣 . 2学期には運動会の種目であるリ レーの練習が増え、一生懸命に走ったりクラスの

値康 や態度を身に付ける。
友だちを全力で応援する姿があった。クラスが一体となり達成感が感じられた。

＇ 0十分に体を動かし、全身を動かして遊ぶ満足感を ・冬の寒さの中でも怪我に気を付けながら跳び箱やマット運動に取り組み、苦手な
味わう。

ものが出来るようになった子もいた。0遊びの中での意見や感情の行き違いの中で、 相手 . 2学期の後半には子ども同士で話し合い、問題を解決していけるようになった。
I の気持ちや考えを分かろうとする。 . 3学期には子ども達で話し合い、 譲り合ったり役割分担を して活動が出来た。I 人間関係 0仲問と協働しながら、 遊びを持続し発展させ、共通 ・クラスの仲間と協働して作品を作り上げる楽しさ を味わったが、子ども達が満足する

の目的を持ち創意工夫しながら満足いくまでやり までやり 遂げさせる事が出来なかった。指 遂げよ うとする。
導

・活動の中で、子ども達に考えても らう機会を設けていくようにした事で、意欲的に
内 0活動や経験を通して、見通 しを立てる力が育ち、 活動に取り組めるよ うになった。容 環境 進んで環境に関わろ うとする。 ・虫に興味を持つ子がおり、 どう育つのか等の疑問に対して側で見守りながら、一緒に
の 0身近に起こる自然事象に関心を持ち、疑問に 観察することができた。自然の本をクラス内に置く等すれば、もっと 自然に対する
視 思ったことなどを試したり、 調ぺたりする。 興味が深まったのではないかと思った。
点 0生活の中の言葉や文字・記号に閲心を持ち、自 . 2学期には自分の思いを文章に表したいという気持ちが出てきた。書き方が分から

分達の表現 したいことを伝える手段と して取 り入れ ない時は教師に質問する姿も見られた。作文の活動を重ねていくと 自分の思いを文章
言葉 て使 う。

に出来るようになった。0友だちの主張にも耳を傾け、共感したり意見を言う ・行lfJ:に向けて話し合いを繰り返す中で、友だちの意見を否定しないで聞こ うとする姿
中で、自分の主張を譲ったり 協慟 していく 。 が増えた．自分の意見を伝える大切さも感じていた。• 1学期には自分のイメージは伝えられるものの、 相手のイメージを受け入れられない

0共有するイメージを持って、 遊びの中で役割を持ち 子もいた。皆、色々な考え方がある事を伝え、知ってもら うようにした。表現 協働 しながら遊びを展開 し、試行鉗娯しながら瀾足 . 3学期には、自分たちで役割を決め遊びや活動を進められるようになった。 意見の
いく まで遊ぶ。 相違もあったが、話し合いで解決出来る姿が噌えた。

・保護化とil':(接会ってl丙す機会が少なく、手紙では上手＜伝えられない事をお話する事
0クラスの運営方針を伝え、 一祐に子百てを楽しめる が出来なかった。電Ii~をする等していけば良かった．ように言薬かけをする。 ・行事を｝じて偵いたり 、ク ラスだよりでクラスの様子を伝える事で、子ども達の成長は保護者支援
0子どもが試行鉗誤しながら成長 していく 様子を伝え、 感じて頂けた．温かく見守りながら励ますことの大切さをJll!解 して • こまめな連絡を怠った車で親からの信用を蕪く してしまう事柄があった。保護者とのもらう。 辿絡を密に していく 必要性を感じた。0就学に向けての保護者の対 し、 小学校の様子や ・年長糾の町£が小学校についてきちんと理解していなかった為、 具体的に情報を伝え情報を知 らせ、安心しても らう。 られていない。 fどものいる戟UにUflくなど、小学校についての情報収集が必要。



学校法人鴨江寺学園

令和 4年度 きなりこどもえん事業報告書

1 法人の概要

〇 建学の精神

〇 設立の経過

〇 設置する学校

〇 躙則定員

。II児徽

本圃は、釈尊の説かれた「法を灯明とし、自らを灯火とせよ」の、暢
を掲げています。

本園は、先哲の洟れを現代に生かし、体は野性的に！ 心豊かに！

知能は文化人に！と、 8拍子揃った敦育を基本としています。

宇宙的広がりの仲で、子どもたちが自己実現できる人間に成長し、感謝
と努力を胸に、世界で創造・躙和・貢献できる人間となるための土台作り
に励んでいます。

我々は、より良い未来を創るために、 PTAの三者が共に喜びあえる
集団であることを念じています。

昭和26年3月 14日 宗蒙法人鴨江寺鴨江幼稚躙散置霞可

昭和邸年6月 30日 学校法人化への設量者変更申請

昭和58年 7月28日 学校法人鴨江寺学躙霞可

平成29年 3月 31日 学校法人鴨江寺学園幼保連携型認定

きなりこどもえん餃置霞可

現に至る

きなりこどもえん

0オ児 9人 1クラス

1オ児 15人 1クラス

2オ児 24人 1クラス

8オ児 24人 1クラス

4オ児 24人 1クラス

5オ児 24人 1クラス

120人

0オ児 6人 1クラス

1オ児 18人 1クラス

2オ児 24人 1クラス



8オ児 24人 1クラス

4オ児 24人 1クラス

5オ児 24人 1クラス

120人

〇 役員 ・教職員の概要

理事 6人

評議員 18人

監事 2人

教 叩 A

2 事業 の概要

〇 当該年度の事業の概要

別紙年間予定表

〇 当該年度の主な事業の目的

く自主＞ く自律＞ く共＞
自分の力で考える。 自分自身を律し、感じる。 他と共に生き生きと活動できる。

人間の土台を育む年間カリキュラムを実麟

〇 圃と閾児と家庭で共通の、閾児の錮人目標をたて、達成するために家庭と躙が連絡を蜜に
した。

〇 子どもの安全対賃

・薗児の●●管遅

・椰外者への侵入対策

・躙内での事故防止対策

・交通事故防止対策

・蘊設穀●の点検

・地震対策

・火災予防対賃

- R4年 4月 6月・6月・ 11月 内科・菖科検診実蘊

- R5年 1月 防犯瓢練実篇

一 月 1回 遊具織点検

- R4年 6月 ・R6年 2月 交通安全頓室実篇

ー 電気・エレペークー隔月点検委託実篇

月初め篇散散●自主点検実篇

- R4年 5.9・10・12 R6. 3月 地震避難訓練実崖

- R4年4•7•8·11 R5•2 火災遵震鵬練実篇



＜蒙育蔓顕実崖項目＞

1 健康 1. 行動と充実感

・体育ローテーション・オプネット英語

2. 運動

・マラソン・コスモスポーツ・運動会

3. 健康•安全

・薄着の励行・防災遵離讀練・交通安全敷室・コロナ対賃

II 人間関係 1. 自分の力で行動する充実感

m 環境

IV 貫 葉

・閾作活動●●外保育・ゲーム遊び

2. 人とのかかわり

• お店屋さんごっこ・遠足・盆踊り・ヒッポ

3. 社会性

• 朝礼・基纏活動・給食当番

1. 自然とのふれあい

・躙外保育・遠足・花壇・鴨顧、賽莱の彙培

2. 身近な露境に自分からかかわる

・閾内遊び・七タ・餅つき・クリスマス・節分・クッキング

3. 身近な事象の中で蒙、文字の感覚を豊かにする

・モンテ・かるた

l. 自分の覺持ちを書葉で表翼する

・当書活動•生活聾査会・麟遊び

2. 言葉で伝え合う喜びを味わう

・雷畜亮表の峙間・ごっこあそび・ヒッポ

3. 日常会話を胄得し、まわりの人と心を通わせる



v 表現

・絵本、紙芝居の鵬み聞かせ・ごっこ遊び

1. 美しさに対する豊かな感性

・絵繭 •BGM ・鵬詩

2. 自分なりに表現する

・劇遊び・リトミック・絵画制作•発表会

3. イメージを豊かにし表現を秦しむ

・エポック・リトミック•発表会

以上

令和5年 4月 8日

学校法人鴨江寺学園

きなりこどもえん

閾長建部真貴子



令和 4年度事業報告

きなりこどもえん 建部真貴子
＜空組＞

・担当制なので、個々のリズムを大切にし家庭と連携を取りながら生活リズムを整えたり、
担当保育者との信頼関係を深めたりした。特に、抱っこやおんぶ、膝の中に入れる等家庭
で過ごしている ような雰囲気作りをしてスキンシップを増やした。入圏時期や月齢に差が
あるため、個々の成長に合わせ玩具を選択し安全に遊べるような環境作りを心掛けた。

＜空 l組＞

・複数人での保育のため、常に子どもや家庭の変化は共通理解することを心掛け、理解した
上で共通した対応ができるようにした。イヤイヤ期の時期や発達に合わせて担当だけでな
く（也の職員も対応し子どもの視野を広げられるように努めた。

＜光組＞

・クラ ス全体と して情緒や発達に課題のある子が多く、個々の対応を必要とされた。配慮を
必要とする子への対応に追われ、自立している子への関わりが手薄となってしまい、複数
人保育者がい るのでうまく対応できるようにもっ と工夫すべきであった。落ち着いた雰囲
気作りのため、わらべうたを生活の中に取り入れ安定を図った。

＜星組＞

・友だちとの関わりが増える ことによりトラブルが多発した。言葉で伝えようとするものの
強い口調であったり「ばか」などの単語を使う子が多かったりした。子ども達の様子を見
守り保育者が仲裁に入り導いていった。人前での発表に恥じらいがあるため、舞台に立っ
て歌を披露する場を設けた。自己表現することの楽しさを味わうことができた。

＜虹組＞

・時計や数字に輿味を持つ子が多かったので、時間を意識できるよう目印となる時間をこま
めに知らせた。歌が好きということもあり 、わらべうたや歌に親しめるような保育を工夫
した。歌の意味を知り、そのうえで自己表現することの楽しさを味わうことができた。そ
の結果、劇あそびやごっこあそびへと発展させることができた。

＜月組＞

・共同性に欠けるため、当番を 6人のグループや 2人組など子どもの成長に合わせ変更し伸
ばしていった。課題であった友だちとの関わりはトラブルが絶えず保育者の仲裁を必要と
した。思考力をつけるため、絵日記の活動を強化した。出来事ではなく自分の感想を考え
文章にすることで表現豊かに成長した。

＜全体＞

・終息に向かっていた新型コロナウイルス感染症であ ったが、 子 どもはもとより職員にまん
延してしまい、休圏の措間を取らざる負えなくな って しま った。今まで以上に職員の健康
管理をしっかりとしていかなくてならない。また職員同士で体調の変化に気付ける余裕も
あればと思う 。パスの置き去り死亡事故や不適切保育などのニュースも多く 、当園でも点
呼の見直しと徹底を行い、不適切保育についても 全体研修を行い、未然防止や対策に努め
ている。

・施設面では、常に子供の安全を守るために建物や備品に破損がある場合には、できる限
り修理をしたがまだ不十分なところがある。次年度は優先順位の高いところから改善して
いたいと考えている。昨年度、園庭の芝生の改修を行ない、秋頃まで青々 とした芝生の上
で子どもたちも遊んでいた。今年度は冬の間も青々させるため業者に依頼し冬芝の種を蒔
いたが、その期間はとても短く、芝生が枯れると山が剥き出しとなり、築山も崩れ始めて
いる。養生中は園庭が使用できなくなる期間が多くなるため今後の課題となる。



令和4(2022)年度学校法人鴨江寺学園鴨江幼稚園の教育活動に関する自己評価並びに学校関係者評価委員の意見 令和5年3月30日

学）鴨江寺学園理事長 建部仁洋

学校関係者評価委員繕長吉瀑俊道
0 自己評価及び学校閑係者評価

自己評価 学校関係者評価委員会評価分類 評価内容
園としての反省・分析・改善点 評価 委員会の意見

ti. ＄置の教膏理念の理は 園の教育理念や教育万針に共感し、その内容を十分理解している。
育

こ指導計画の作成 幼柊園教育妥殺、教育方針、諜程、園児の実慈等を配慮して作成している。 新人がいないため教育理念等は周知さ 園の教育方針に沿って先生方は一所懸の
れている。そこからねらいを持った教育を A 命に教育をしている。ただし現状に滴足計 ③環達ほ成 指導計国を基に、意欲的かつ主体的に活動できる環境を構成している。
実行できるようより精進が必要である。 せずに改革は必要である。団

性 ④計圏の評涵・反省 自分の保育と計西を評価・反もし、括し合い、次の保育に役立てている。
保幼 ①健頌と安全への配慮 朝幼児の健康管理には十分に配慮し、 安全性や清潔さにも配慮している。

園全体で子どもの情報を共有するよう努青児
碑の涅舷 幼児を理依し、あるがままを受け止めるとともに、指導目櫂を明確にしている。 各学年での情報共有並びに縦横の連携

力している。ただし、ホウレンソウがまだまの ヘ
が薄いところがある。コロナ禍で連携を深 B 在 の ③幼児との閲わり 傾送・共感・受容・認証・奨励のかかわりを大切にしている。
めなければいけないと痛感した。

だできていないこともあり、情報が足りていり対
方応 ④教師同士の運携 教師全員が幼児について理舷し、互いに遍携しあうことを大切にしている。 ないこともある。

買゜①良箕とマナー 教師らしい品位のある言葉を心榛けている．
教師としての品位を保つよう努力してい● や鰤

②鞣務上の守秘轟務 職務上知り褐た情輯などの秘密を守る。重憂書類事を持ち出さない。 る。幼児とともに成長し、そこから喜びを共
社会人としての礼儀作法、ビジネスマ．霞 と

A ナーの習得は必須である。挨拶がしっか遍 ヵ I.. 
に感じられるよう、一層の努力が必要であ正 て ③保育の楽しみ・喜び 生活を創り出すことを楽しく思い、幼児の成長を理鱗し喜ぷことができる。

りできているのはいいことである。良の
④状況を感じる感性 幼児教青の情輯を捉え、 自然や社会の出来事にも関心を袴つ。 る。賃

保 ①情縄の発償 クラスようす、自分の保青観、ポイントなどを知らせている。
クラス便りなど保護者との情報共有などに SNS等での情報発信をしており、若い保II 

応者 ②個への対応 鬱々 の幼児について必璽に応じて情籠を発償したり受償したりしている。 努めてきてはいるが、 一部の保護者とのコ
B 

護者にとっては好評である。ただし、 ほし
ヘ ③保護者や幼児への対応 保護者や幼児と公平にt貴し、教師としての節度をもって適切に対応している． ミュニケーション不足は否めない。穴のな い情報が欲しい保護者にいっていないなの

い情報伝達が重要である。 ど、 課題は多い。対 ④相談などへの対処 相該事に話を111き、主任や園長に輯告・遍絡・相該し、遍切に対処している。

地 ①子青て支橿への関心 園が地填の子青て支IIセンターの役劃を賓していることを瑾傾している。
昨年度に続きコロナ禍の為、 園以外の関 コロナ禍を理由に外部との関りが減って填

りと ②小学校との違携 スムーズに小学校へ進学できるよう、小学校の教青内容を湮鱗している。 わりが非常に少ない一年となった。しかし
B 

はいるが、コロナが収まってきている中、の ③人々 への関わり 地填の人々と親しく挨拶を交わしている。 挨拶等、普段できる何気ない地域との関 マインドが内向きになっていないよう、気関
地填の自然や施設の場所、交通檀閣、主な行事事について把置している。 わりを積極的にしていく必要がある。 を付けなければならない。わ ④地域への関わり

＇ 研 ①研修・研究意欲 研修や研究の必蔓性を認繹し、 自己諜題をもって参加している。
園外研修などまだまだコロナ禍前には及修 ②教鰯としての研究 幼児のみとりと内iiiを哩傾し、指導と関わりについて研修・研究を行っている。 ばないが、徐々に研修が増加している。 研修が増加している中でzoom研修など、と

園の遊具や教材について、特徴や扱い方、利用方法を研究している。 柑極的に参加して、多くを学ぶ姿勢がほ A 
状況にあった研修プランも必要であろう。研 ③遊具・教材

究 ④自らを高める 保青関係の他に、趣味、続書、芸術事` 教養を深める努力をしている。
しい。

評価

A 

A 

A 

B 

A 

A 

総
アンケートの回収率は比較的店止まりである。コロナ禍において コロナが収まりつつある中、今年度はどこまで以前の教育ができるかが焦点の一つでム

C 
幼稚園が通常でない中、極力多くの行事等も行っていたため、 総合的考察保護者アンケート あった。そのなかで多くの教育をしていたことは概ね評価できる。しかし、細かな点詳

価 概ね店評価であった。 で、コミュニケーション不足が露呈しているきがした。
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加することができているか。

研修等、向二心を持って参加するこ
研修 ・研讚

とができているか。

固の教育方針、理念を理解し、子ど

専呵苺 も達に合った保育に努めることがで

きているか．

廷合

令，4年度 きなり こども えん自己評価

自己評価

固としての反省と改善案 評価

ほぽ全員の聴員が社会人としてのマナーと教蹂員

としての自覚を持ち行動している。今後も教職員 A 
同士の連携と協調性をさらに高めていきたい。

教裁員は個人情報遵守に取り組んでいる。保護者

への意見は謙虚に受け止め話を聞く ようにしてい

A る，保穎者に対して平等に挨拶や声掛け等を大切

にし信頼関係を保つようにしている。

地域の小学校と小学校入学に向けて交流も行われ

ている。消防の消火訓練や交通安全協会の指導員 B 
の方たちとも指導を交えながら交流も行えた。

今年度はZoomでの研修が充実していた。社会的

に問題になった事など研修を充実させた。今後も B 
個々の意諏を高め、より良い国にしていきたい。

享故防止に努めながら、乳幼児の発達や特性を理

解し、日常生活や遊びの中で幼児教育や保育の質

の向上につなげている。さらに継続していきた B 
し‘゚

新型コロナウイルスの発生により 3年目、様々な

感采対菜を行いながっ少しずつ以前の生活を取り

B 戻せている。今年度、 初めて卒園児、保白名はマ

スクなしでlf,f薗式を1,うことができた。

きなりこどもえん 園長建部真貴子

学校関係者評価委員攘長吉澤俊道

学校関係者評価委員会

学校関係者評価委員会の意見

職員一人ひとりが明る＜挨拶することができてい

る。とても印象がよく感じられる。

個人情報の取り 扱いを適正にしている。どの保護

者に対しても公平に対応をしている。

地域との交流も積極的にしている。地域の住民の

ご意見も真摯に受けて止めていて誠実に対応して

いるのが感じられる。

困外研修だけでなく、困内研修を多 く実施されて

いるようである。 タイムリーな問題にもす ぐ対処

をして研脩しているのが見られてよいと感じた。

幼児教百や保百内容がより充実したしのとなるよ

うより努めてもらいたい。

今年度し保百菜界は品題の尽さない一年だった

が、行政の指示の下、一生懸命し、i応している姿が

見られ、保邁どからも高い評価と は領関係を築け

ている。

評価

A 

A 

B 

A 

A 

A 



収入の部
科

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

吋助金収入

1`L 姿_-産-売_却収入

泊謎吝棠・収益事業収入
1・-
I 

1受取利忌 ・配当金収入
I 

声 ヌ

惜入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入詞整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出＿の部
科

人件費支出

経費支出

憎入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設●関係支出

資産運用支出

その他の支出

（予傭費）

資金支出謂整勘定

翌年度繰越支払金

支出の部合計

資 金収支計算書

目

目

令和 4年 4月 1日から
令和 5年 3月 31日まで

予 算

149,650,000 

60,000 

700,000 

198,473,000 

゜44,000,000 

26.000 

10,146,430 

゜1. 680,000 

11,059,558 

△ 2,600.000 

654,282,528 

1, 067, 477. 516 

予 算

260. 126,430 

87,800,000 

3,080,000 

10,010,000 

゜3. 700,000 

゜8,370,857 

決 算

150,967,091 

60,000 

1,011,400 

214,685.830 

゜47,128,206 

26. 989 

10,689,948 

゜1,880,000 

11,594,816 

△ 19,110,317 

654,282.528 

1,073,216,491 

決 算

259,365.078 

76,582,356 

3,024,683 

10,008,000 

゜2,874,675 

゜7,920,527 

(1, z:iu, uuui 

----------750,000 

△ 1,300,000 △ 11, 377, 972 

694,940,229 724,819,144 

1,067,477,516 1,073.216, 491 

（単位 ：円）

差 異

△ 1,317,091 

゜△ 311,400 

△ 16. 212,830 

゜△ 3,128,206 

△ 989 

△ 543,518 

゜△ 200,000 

△ 535,258 

16,510,317 

△ 5,738,975 

（単位 ：円）

差 翼

761,352 

11. 217. 644 

55,317 

2,000 

゜825,325 

゜450,330 

750,000 

10,077.972 

△ 29,878,915 

△ 5,738,975 



科
学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

I 
補助金収入

， ・涎臣売却収入

： 
付随・慕業 ・収益事業収入

- -

受取利息 ・配当金収入

I 
雑収入

借入金等収入

計

科
人件費支出

経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設傭関係支出

It 

資金 収支内訳表

目

目

令和 4年 4月 1日から
令和 5年 3月 31日まで

収 入 の 部

学校法人 鴨江幼稚園

゜
114, 984, 176 

゜ ゜
゜

1,011,400 

゜
64,753,000 

゜ ゜
゜

45,305,994 

゜
26,294 

゜
7,582,492 

゜ ゜
゜

233,663,356 

支出の部

学校法人 鴨江幼稚園

゜
140,851,601 

77. 200 50,316,226 

゜ ゜
゜ ゜
゜ ゜
゜

2,038,675 

77, 200 193,206,502 

きなりこどもえん

35,982,915 

60,000 

゜
149,932,830 

゜
1,822,212 

695 

3,107,456 

゜
190,906,108 

きなりこどもえん

118. 513,477 

26,188,930 

3,024,683 

10,008,000 

゜
836,000 

158,571,090 

（単位：円）

総 額
150,967,091 

60,000 

1. 011. 400 

214,685,830 

゜
47,128,206 

26,989 

10. 689,948 

゜
424. 569,464 

（単位 ：円）

総 額
259,365,078 

76,582,356 

3,024.683 

10,008,000 

゜
2,874,675 

351,854,792 



事 業活動 収支 計算書
令 和 4年 4月 1日から
令和 5年 3月 31日まで

¥'¥-lH... n/  

科 目 予 算 決 算 差 異

学生生徒等納付金 149,650,000 150,967,091 △ 1,317,091 
事 手数料 60,000 60,000 

゜業

活 寄付金 700,000 890,000 △ 190,000 
動

経常費等福助金 198,473,000 214. 685,830 △ 16,212,830 収

教 入 付随事業収入 44,000,000 47,128,206 △ 3,128,206 
円 の

活l部 雑収入 10,146,430 10,689,948 △ 543,518 

RI 教育活動収入計 403,029,430 424,421,075 △ 21.391. 645 

支 1I: 人件費 260,126,430 259,365,078 761.352 

；経費 125,800,000 113. 295. 195 12,504,805 

I i: 徴収不能額等

゜ ゜ ゜l1 の部教育活動支出計 385,926,430 372,660,273 13,266, 157 

教育活動収支差額 17. 103. 000 51,760,802 △ 34. 657,802 
事

受取利息 ・配当金皇
逗

26,000 26. 989 △ 989 

教 ゜その他の教育活動外収入

゜ ゜ ゜゜育
入
の 教育活動外収入計 26,000 26,989 △ 989 

活 ． ． 
動 ． 借入金等利息 3,080,000 3,024,683 55. 317 
外 坦

馳
その他の教育活動外支出

゜ ゜ ゜
収 宣

支
出

の 教育活動外支出計 3,080,000 3,024,683 55, 317 ． 
教育活動外収支差額 △ 3,054,000 △ 2. 997,694 △ 56.306 

経常収支差額 14,049,000 48. 763. 108 △ 34. 714. 108 ． 
資産売却差額

゜ ゜ ゜
． 
澪

゜その他の特別収入

゜
121. 400 △ 121. 400 貌

入

特
の 特別収入It

゜
121. 400 △ 121. 400 ． 

別 • ． 資産処分差額 200,000 

゜
200. 000 収 這

支 ． その他の特別支出

゜ ゜ ゜
宜
出

の 特別支出計． 200,000 

゜
200,000 

特別収支差額 △ 200,000 121. 400 △ 321. 400 

（予傭費） (I. LUU. U WJ -------800 000 800 000 
基本金組入前当年度収支差額 13,049,000 48. 884,508 △ 35.835. 508 

基本金組入額合計 △ 13,710,000 △ 12,882,675 △ 827,325 

当年度収支差額 △ 661,000 36. 001. 833 △ 36,662,833 

前年度繰越収支差額 246,534,045 246. 534.045 

゜基本金取崩額

゜ ゜ ゜翌年度繰越収支差額 245,873,045 282,535,878 △ 36,662,833 
（参考 ）

事業活動収入計 403,055,430 424,569,464 △ 21.514. 034 

事集活動支出計 390,006,430 375,684,956 14,321,474 



』

事 業 活動収支内訳表

科

学生生徒等納付金

事 手数料
業

活 寄付金

動
経常費等補助金

収

教 入 付随事業収入
育 の

活 部 雑収入

勤
教育活動収入計

収
支

事
人件費

累

活
経費動

支
徴収不能額等出

の
教育活動支出計部

教育活動収支差額． 
受取利息 ・配当金． 

忠

教 ” その他の教育活動外収入

゜育
入

の 教育活動外収入計
活 ． 

事

動 ． 借入金等利息
外

:g 

Ill 
その他の教育活動外支出収 支

支
出
の 教育活動外支出計． 

教育活動外収支差額

経常収支差額

事

資産売却差額． 
活

戴
その他の特別収入

゜入
特 の 特別収入計

鯵

別 事

資産処分差額
収
． 
店

支 ． 
その他の特別支出宣

出
11) 特別支出It． 

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

（参考）

事集活動収入計

事業活動支出計

目

令和 4年 4月 1日から

令和 5年 3月 31日まで

学校法人

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚

77. 200 

゜77,200 

△ 77, 200 

゜゚
゜゚
゜゚
゜△ 77. 200 

゜゚
゜゚
゜゚
゜△ 77, 200 

゜△ 77, 200 

゜77, 200 

鴨江幼稚園

114,984, 176 

゜890,000 

64,753,000 

45,305,994 

7,582,492 

233,515,662 

140,851,601 

63,182,597 

゜204,034,198 

29,481,464 

26,294 

゜26,294 

゜゚
゜26,294 

29,507,758 

゜121,400 

121,400 

゜゚
゜121,400 

29. 629,158 

△ 2,038,675 

27. 590,483 

233,663,356 

204, 034, 198 

きなりこどもえん

35,982,915 

60,000 

゜149,932,830 

1,822會 212

3,107,456 

190,905,413 

118,513,477 

50,035,398 

゜168,548,875 

22,356.538 

695 

゜695 
3,024,683 

゜3,024,683 

△ 3,023,988 

19,332,550 

゜゚
゜゚
゜゚
゜19,332,550 

△ 10,844,000 

8,488,550 

190,906,108 

171, 573, 558 

＼平立： r,1 

総 額

150,967,091 

60,000 

890,000 

214,685,830 

47,128,206 

10,689,948 

424,421,075 

259,365,078 

113,295, 195 

゜372,660,273 

51. 760,802 

26,989 

゜26,989 

3,024,683 

゜3,024,683 

△ 2,997,694 

48,763,108 

゜121,400 

121,400 

゜゚
゜121,400 

48,884,508 

△ 12,882,675 

36,001,833 

424,569,464 

375,684,956 



資産の部

科 目

固定資産

有形固定資産

特定資産

その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

！ 負債の部

科 目

固定負債

流動負債

負債の部合計

純資産の部

科 目

基本金

第 1号基本金

繰越収支差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

科目

基本財産計

運用財産計

財産の部合計

固定負償計

流動負債計

負債の部合計

貸借対照表
令和5年3月31日

本年度末 前年度末

731,732,085 765,570,249 

721,867,875 755,611,354 

゜ ゜9,864,210 

742,352,031 

1,474,084,116 

本年度末

237,450,000 

27,497.773 

264,947,773 

本年度末

926,600,465 

926,600,465 

282,535,878 
1, 209, 136, 343 

1,474,084,116 

財産目録
令和5年3月31日

9. 958,895 

665,342,086 

1,430,912,335 

前年度末

247,458,000 

23,202,500 

270,660,500 

前年度末

913. 717. 790 

913,717,790 

246,534,045 
1,160,251,835 

1,430,912.335 

年度末

723,898,753 

750,185,363 

1 .474,084, 116 

237,450,000 

27,497,773 

264,947,773 

（単位：円）

増 減

△ 33,838,164 

△ 33,743.479 

゜△ 94,685 

77,009,945 

43, 171, 781 

増 減

△ 10,008,000 

4,295,273 

△ 5,712,727 

増 減

12,882,675 

12,882,675 

36,001,833 
48,884,508 

43,171,781 



学校法人鴨江寺学園

評議員会御中

令和 4年度監査報告書

監事

監事

令和5年 5月 15日

学校法人鴨江寺学躙

言二刀史皇嶋;)

斡ずへ此喩 亭

私たちは， 学校法人鴨江寺学園の監事として，私立学校法第 37条第 3項に基づいて同学躙の

令和 4年度 （令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31日まで）における財産目録及び計算書顕

（資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表及び付属明綱表）を含め、学校法人の業務

並びに財産の状況について監査を行いました。

私たちは監査にあたり、理事会その他重要な会議に出席するほか、理事から業務の籠告を聰取

し、重要な決済書頭等を閲覧するなど必要と思われる監査手練きを実崖しました。

監の結果、私たちは、学校法人の業務に関する決定及び執行は適切であり、財産目録および

計算書頻は会計蟻傭の配載と合致し、法人の収支および財産の状況を正しく示しており、学校法

人の業務又は財産に甕し不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する璽大な事実は無いもの

と認めました。

以上



学校法人鴨江寺学園

理事会御中

令和 4年度監査報告書

令和 5年 5月 16日

学校法人鴨江寺学躙

--、
ゞジ ・監事が‘り

r ¥ =:-.;• 

~ 鴨嘉｀

監事鈴衣炭い慮袋

私たちは， 学校法人鴨江寺学園の監事として，私立学校法第 37条第 3項に基づいて同学圃の

令和 4年度（令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31日まで）における財産目鎌及び計算書麺

（資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表及び付属明細表）を含め、学校法人の業務

亜びに財産の状況について監査を行いました。

私たちは監査にあたり、理事会その他重要な会鵬に出席するほか、理事から業務の輯告を聰取

し、重憂な決済書類等を閲覧するなど必妻と思われる監査手練きを実篇しました。

監査の結果、私たちは、学校法人の業務に関する決定及び執行は適切であり、財産目録および

計算書顆は会計蟻傭の記轍と合敏し、法人の収支および財産の状況を正しく示しており、学校法

人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する璽大な事実は無いもの

と認めました。

以上
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